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産卵後期に強制換羽を施した採卵鶏の卵重抑制試験 

  

笠原  猛・澤  則之 
  

要   約 

 市販成鶏用飼料にタウリンを添加し，産卵後期に強制換羽を施した採卵鶏の卵重抑制を試みた。 

 供試鶏には，66 週齢時に絶食による強制換羽を施した。タウリン飼料（0.5％添加）は，80 週齢～88

週齢に給与した。 

 その結果，タウリン飼料給与は，卵重や卵白重量を減少させた。また，このことにより，M・L サイ

ズ卵は増加した。 

目   的 

 産卵後期の強制換羽は，鶏の経済寿命の延長，卵質の改善など経営メリット獲得に有効なため，多く

の養鶏家で実施されている。 

 一方，鶏卵価格は概ね M と L サイズが高い。しかし，卵重は鶏の日齢に伴い増加するため，産卵後

期では LL サイズ以上の卵が多くなる。このことは，強制換羽により延命した鶏などでは一層深刻であ

る。 

 これまでに，山崎と武政は，タウリン：Tauの飼料添加により卵重が減少することを報告している 4)。

そこで本試験では，市販成鶏用飼料にタウリンを添加し，産卵後期に強制換羽を施した採卵鶏において，

この飼料給与による卵重抑制効果を検討した。 

材料及び方法 

1. 試験期間（タウリン飼料給与期間） 

 平成 13年 10月 30日（80週齢）～同年 12月 25日（88週齢） 

2. 供 試 鶏 

 市販コマーシャル 2銘柄 各 50羽（白玉鶏：a銘柄，赤玉鶏：b銘柄） 

3. 試験区分 

 試験区分は表 1の通りとした。 
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表 1 試験区分 

 

 

4. 給与した市販飼料の成分 

 市販飼料（成鶏用）の成分表示は，粗蛋白質：18％以上，代謝エネルギー：2,850kcal／kg以上，粗

脂肪：4.0％以上，粗繊維：5.0％以下，粗灰分：14.0％以下，カルシウム：2.7％以上，りん：0.50％以

上であった。 

5. 強制換羽の方法 

 平成 13年 7月 24日（66週齢）から絶食による強制換羽を実施した。絶食期間は，体重が 25％減

少するまでとした。絶水は行わなかった。絶食解除後は，試験開始までの間，全区共に上記の市販飼

料を給与した。 

6. タウリン飼料給与中の管理 

 飼養形態は開放鶏舎のケージ単飼とした。給餌・給水は不断とし，照明点灯＋日照時間は 17 時間

一定とした。 

7. 調査項目 

① 産卵成績 

 80～88週齢：8週間の産卵率・平均卵重・日産卵量・飼料摂取量・飼料要求率を示した。 

② 規格卵産出率 

 84，88週齢時に各区全卵の個卵重を調査し，80～88週齢：8週間の規格卵産出率（生産重量比
3)）を算出した。 

③ 卵質 

 87 週齢時に各区 10 個の卵を調査した。調査項目は，ハウユニット：HU，卵黄色：YC，卵殻

強度・卵殻厚とした。HU・YCは EGGマルチテスタ（全農），卵殻強度・卵殻厚は各測定器（富

士平工業）で測定した。 

④ 卵白・卵黄重量 

 86週齢時に各区 10個の卵を調査した。 

結   果 

1. 強制換羽の状況と試験前の産卵成績 
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 参考のため，絶食処理日数，絶食処理解除後の産卵再開日数，80 週齢時の体重，76～80 週齢の産

卵成績を表 2に示した。 

 強制換羽，即ち絶食後の状況やタウリン飼料給与前の産卵成績は，両銘柄共に良好であった。 

表 2 強制換羽の状況と試験前の産卵成績 

 

 

2. 産卵成績への影響 

 タウリン飼料給与開始からの産卵成績（80～88週齢：8週間）を表 3に示した。 

 卵重は，表中の平均卵重と卵重増加の通り，両銘柄共にタウリン区が対照区と比較して軽かった。 

 また，産卵率や飼料摂取量は，飼料の影響が銘柄によって異なり，一定の傾向が見られなかった。 

表 3 産卵成績への影響 

 

 

3. 卵質への影響 

 HU，YC，卵殻強度，卵殻厚への影響を表 4に示した。 

 b銘柄のタウリン区は，卵殻強度が対照区と比較して高く，卵殻厚も厚かった。 

表 4 卵質への影響 

 

 

4. 卵白・卵黄重量への影響 

 卵白・卵黄重量への影響を表 5に示した。 
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 測定した 10 個の卵重は，両銘柄共にタウリン区が対照区と比較して軽かった。また，卵白重量も

タウリン区が対照区と比較して軽かった。 

表 5 卵白・卵黄重量への影響 

 

 

5. 規格卵産出率への影響 

 規格卵産出率への影響を表 6に示した。 

 タウリン区は，両銘柄共に，LL サイズ以上の率が対照区よりも低く，特に 76g 以上の率が著しく

減少した。また，概ねその分，M・Lサイズの率は高かった。 

表 6 規格卵産出率 

 

考   察 

 先に述べたように，山崎らは，タウリン飼料添加で卵重が約 1g減少することを報告している 4)。ま

た，他の報告では，シスチン飼料添加による卵重減少について，卵黄よりも卵白減少の影響が大きい

ことを確認している 2)。 

 本研究でも，タウリン 0.5％飼料添加は，卵重と卵白重量を減少させた。 

 更に，先述の報告 2)では，57～61 週齢鶏を用いたためか，MSサイズ以下の率が多くなった。本研

究（80～88週齢鶏）では，既に卵が大型であったためか，MSサイズ以下が殆ど増加しなかった。 

 タウリンの飼料添加については，他に，飼料中メチオニン水準抑制とタウリン添加併用による卵重
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調整 1)，特殊鶏卵作出のためのタウリン卵内移行を目的とした研究 5)などが見られる。本研究も含め

てこれらの研究は，タウリン価格などの課題が解決できれば実用化可能となるであろう。 
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